夏休みが 終って 残暑の 幾日 かが 続いた 後、 一日 二日 

強い 雨で も 降って、 そして からりと 晴れた ような 朝、 

清冽な 空気が 鼻腔から 頭へ 滲み 入る と 同時に 「秋」 の 

心像が 一度に 意識の 地平線 上に 湧き上がる。 その 地平 

たけ だい みす ぼ 

線の 一 方に は 上野 竹の 台の あの 見窄らしい 展覧会 場 も 

ぼんやり 浮き上が つ ている のに 気が付く。 それが 食堂 

で Y 博士の 顔 を 見る と 同時に 非常に はっきりし たもの 

になって すぐ 眼の 前にせ リ 出して 来る ので ある。 いよ 

いよ 招待日が 来る と Y 博士の 家族と 同格に なって 観覧 

に 出かける。 これが 近年の 年中行事の 一 つに なって い 

た。 



展の 心像」 を 取り出して、 それにつ いて 何 か 書き並べ 

ると いう 事が それほど 不都合な 事で もない と 思った。 

去年 文展が 帝展に 変った 時には 大分 色々 の 批評が 

あった。 ある 人 は 面目 を 一新した と 云って 多大の 希望 

を かけた ようで あり、 また ある 人 は 別段の 変り もない 

と 云って 落着いて いた。 前者 は 相に 注目した ので あり、 

後者 は 本質の 事 を 云った のであろう。 今年 も 多少の 相 

の 変化 は あるに 相違ない。 ある 意味で は 変化し 過ぎて 
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困る かもしれ ない。 何らの 必然性の ない 万 花 鏡の よ 

うな 変化 は 結局 本質の 空虚 を 意味す る 事に もなる の だ 

が、 まさか 帝展 はそう でも あるまい。 



帝展 という ものに 対する 私の 心像 を 眺める 時に 先ず 

眼に つくの は あの 竹の 台の 桜の 紅葉で、 その 次に は 会 

場の 前に 並んだ 美々 しい 自動車の 群で ある。 これが あ 

の 貧弱な 会場の 建築と 対照して、 そして その 中に 陳列 

された 美しい ものに 対する ある 予感 を 吹き込む。 ァリ 

スト クラシ— ない しブ —ル ジョ アジ — と 芸術と の ある 

関係 を 想わせる。 この 自動車と 相対して、 おそらく 我 

が 日本 だけに 特有な 下足 預り 所なる ものが ある。 r ス 

テッキ はコ チラ デス ョ—」 などと いう 極めて プロ レタ 

リ アンな 声が、 労働階級の 細君で でも あるら しい 下足 

番の 口から 響いて 来る。 それから あのい つもの 



われても 別に 自分の 信条に 衝動 を 感じる 必要 はない か 

もしれ ない。 

そういう 民衆 批評家の 一 人と して 何 か 云う 前に 自分 

の 芸術 観 を 内省して みた。 

その内 省の 結果 を ここに 告白し ようと は 思わない が 

ただこれ だけ 云って おきたい と 思う 事が ある。 

絵画が 或る 有限の 距離に 有限な 「完成」 の 目標 を認 

めて 進んで いた 時代 はもう 過ぎ去つ たと 私 は 思う。 今 

の 絵画の 標的 は 無限の 距離に 退いて しまった。 無限に 

対して は 一里 も 千里 も 価値 は 大して 変らない。 このよ 

うな 時^に 当って 「完成の 度」 に 代って 作品の 随値を 



の 大き い 絵が 却って 割合に 無名 の 若い 作者のに 多い と 

いう 事 はお そらく 大多数の 人の 認める ところであろう _ 

前者の 例 は 差 控える 事に して、 後者の 例 を 試みに 昨年 

の帝展 から 取って みると、 例えば 「雪」 という 題で、 

二 曲屛風 一双に、 枯 枝に 積った 雪と その 陰から 視く血 

のよう な 椿と を 描いた のがあった。 描き 方と して は随 

分 重苦しく 厚ぼったい ものである。 軽妙な 仕上げ を 生 

命と する 一 派の 人の 眼で 見れば あるいは 頭痛 を 催す 種 

類の もの かもしれ ない。 それだけに 作家の 当該の 自然 

に対する 感じ あるいは その 自然の 中に 認めた 生命が 強 

い 強度で 表わされて いると 思った。 それから また 



じ 方向に 動こうと する 吾々 の 心に もい くぶん かの 運動 

量を附 与しないだろう か。 無論 私 は 作家 自身 の 心の ァ 

スピレ —シ ョ ンと 作品の 上に 現れた それと を 混同して 

いない 積り である。 努力 だけ を 買う という 意味で はな 

いので ある。 

「樹を 描く にしても、 画家 自身が ある 度まで その 樹に 

ならなくて はいけ ない ごこんな 事をェ マ ー ソンに 云つ 

た 画家が あった。 この 条件に 及第す る樹の 画が あるか 

と 思って みても 「雪」 の枯 枝な どが やはり 先ず 心に 浮 

ゝ 、、ヽ o 

カ^ 

見て いる 自分が 「その 絵の 中に^ 入って 行ける」 よ 



なかった 例 は 思い出せない。 今の 人間に は 崇高 や 壮大 

と名づ けられる 種類の 美 は 何ら かの 障礙 のために 拒 

まれて いるの だろう か。 

日本画 部から 受けた 灰色の 合成 的 印象 を もって 洋画 

部へ はいって 行く と、 冬枯れの 野から 温室 の 熱帯 樹林 

へ はいつ て 行く ような 気持が する の は 私ば かりで は あ 

るまい。 製作の ミ リウ 〔milieu 環境〕 がちが うと は 云 

え、 培養され た 風土 民俗が 違う と は 云っても あまりに 

著しい 相違で ある。 同じような 原始的 芸術から 進化す 

る 途中に 偶然 分れた 二 つ 道が 幾千 年の 後に 再び ここに 



相 会して お 互いに 驚き 合って いるよう な 気 もす る。 ソ 

マト— ゼを 服用した 人と しなかった 人が 十 年 振りで 

逢った ような ところ も あると、 誰かが 云った。 

このような 差違の 生じた 原因の 進化論 的 考究 や、 両 

者の 美学的 価値の 比較 を ここで 並べようと は 思わない。 

そういう 六 かしい 問題 は 別と して、 現在 日本の 画界に 

おける 両 つの 分派の 作品 を 対照した 時に 感ずる ある デ 

リケ— トな 差別の 裏面に は、 両 派の 画家の 本来の 素質 

のみならず、 画家の 日常生活 における 精神的 栄養の 摂 

取し 方の 差違が 隠れて いるので はない かと 疑われる。 

ァヴ H レ— ジ 

無論 個人個人 について ではなく ただ 平 均の 上で そう 



の 功利的 価値 だけ を 目標と した 歴史画 や、 最も バナ— 

ルな 〔banal 陳腐な〕 題材 を 最も バナ— ルな 技巧で 表 

現した という だけの 無遠慮に 大きな 田園 風俗画な どや、 

りんが ちょう 

一 昔 前の 臨 画帖から 取り出し たような 水彩画な どが 保 

存 されて いる 事で ある。 

そうかと 云って 一 概に私 は嚙ん だら 歯の 欠けそう な 

林檎 や、 切ったら 血の かわりに 粘土の 出そう な 裸体 や、 

夕闇に 化けて 出そう な 樹木 や、 こういつ たもの 自身に 

対して 特別な 共鳴 を 感ずる 訳で はない。 しかし、 もう 

少し どうにか ならない もの かと 思う 時に 私の 心 は 自然 

に 作家の 胸に 接近して 行く。 そして 行 手の 闇の 中に ま 



ばらく じっと見 ていたが、 やっぱり 天然の 芸術 は 美し 

いと 思った。 この 雀 や 紅葉の 中へ なら 何時でも 私の 

「私」 を 投げ込む 事が 出来る。 

「お前に は それく らい ものが 丁度い いだろう」 と 云わ 

れれば それまで である。 私 は それく らいの 絵 をい まだ 

発見し ない。 

(大正 九 年 十 一 月 『中央 美術』) 
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